
竹内栄,三沢正勝 液体金属の電気抵抗の温度係数

ポチシVヤル変庇 は (AZ)による遮蔽 さ-Jれたクー.ロンポテ ン㌢ヤルであると

したo これか らゆちぎに よる電気抵抗 pfI､とその温度係数αflを概算すると,

圧縮率の大 きい金属例えばNa ではPfl･_αfl共に実測値 と同程度の大 きさに

なり,一方圧縮率の小 さい金属例 えは In..S長の様な多価 金属ではこれ らの値

はかな り''llざ武 ｢従 ってNa の様143:金属にはイオン密度,あるいはイオン分布.

のゆちぎを■よ り厳密に考 慮 しなければならない と考えられ る｡
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液体･Na技術と基顔研究の問

日本原子力研究卿 a研究室 古 川 和 男

基礎科学と技術の間を媒介 し,'強力な∵発展を うながすのは社会か らの要請で

あるのは言 うまで もあり空走ん●O液体 Nd､技術をめ ぐらて起 りつつある現象 も

その よい例で,エネルギー需要か ら増殖動力炉の必要鹿は決定的 と考え られ,

その為Na 冷 却技術の確立が急務 とされています｡

物性論の儀域において,技術開発 と相関性を指摘するのは極めて容易 と考え

ますが,.さらに液体研究においてはその方法論漣 の特徴 として鷹 に研究の多面
/
性 と綜合性が強 く要求されま.すO具佐勧 な物質の披榛構造論および渚物性の研

究が別箇で行 ないえない,基本的性格-が酪いと考えますが, これ は新しい研究
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体制を要 求 して くるで し ょうO その中に技術そ して社会を見なおすき っか けが

あると思います ｡ 技術に と って も,学問からの 正しい指標提示を待 ってい るわ

けです｡

液体Na は,広い意味で極めてす ぐれた実用性をもった物質で あることはす

でに実証ずみであ りますが,その物性の徹底的な研究.は意外にとり残 されて き

ましたO 構造用金属でありえなか ったのがその最大の原園であ りましょう｡ し

か し学問的に見ても最 も典型的な液佐金属物質の一つとして,活発な研究が今

後盛 り上 ることと考えます｡以下に関心をお持ちいただけそ うな研究開発課題

を列記してみましょう｡

1)経済的な精錬法 (米国では., すでに約 150円/辱)

2)Na の利用法開発 (熱媒体,電導床,化学電池.)

5)Na 中の不純物 (0. C,H,N -･--･100-1ppm )

a)除去法 一 溶解,県濁,

b)化学分析法

C)濃度 in一日nemohitor.

d)層 動度 (不純物問相互 作用)

4)材料 との共存性 {芝芸 芸芸芸器 ,芸芸 `

a )諸物質の溶廃度 (金属 ,Ceramics--う

b l) 溶 出 , 拡散,析出 ････････

C ) 不 純 物 の 影 響
＼

d ) 熱 流 束 の 影 響

e ′) 物 質 中 へ の Na の しみ こみ

,5 ) 熱 伝 達 お よ び熱衝撃

6 ) 表 面 の 濡 れ,磨耗

7) N a の 沸騰◆
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8)Na の蒸着琴象 (気相中の機械機能)

9)化学反応

a)Na と空襲との反応 (pPo_l または spraylurning )

b)Na と水 との反応 (水乗気発生器)

10).如a 防災工学 (消火法,防具,安全設計)

ll)計測法 (流量.肢位,圧力 ･-････)

12)放射性Na 化学と工学 ､

a)Na 中の fissiもnproductsの挙動

b)特殊核燃料形態 (S.turTUpaS,t.C,pa/rti.culat.e･mo7tena‖oy状等)とNa

の相互作用
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